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［要約］リンゴ「ふじ」のつる割れの発生率は、開花が早く大玉になりやすい年に高くな

る場合が多い。１-ナフタレン酢酸ナトリウム水溶剤（商品名：ヒオモン水溶剤）を満開 20

～ 30 日後に 3,000 倍希釈で散布することにより、つる割れの発生を軽減できる。
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［背景・ねらい］

近年、リンゴの主要品種「ふじ」において、つる割れが多発生することにより、市場価

格低下などの問題を招く頻度が増加していることから、発生軽減対策の確立が強く求めら

れている。そこで、植物生育調節剤を使用することにより、つる割れの発生を軽減する技

術を開発し、その効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．開花が早く大玉になりやすい年は、リンゴ「ふじ」のつる割れの発生率が高くなる場

合が多い（表１）。

２．１-ナフタレン酢酸ナトリウム水溶剤（商品名：ヒオモン水溶剤）を満開 20 ～ 30 日

後に 3,000 倍希釈で散布することにより、つる割れの発生を軽減できる（表２、３）。

３．本剤の散布により、果実の肥大が抑制されたり（表２、３）、新梢の二次伸長が助長

される場合がある（表３）。

４．摘果剤（NAC 水和剤）を処理した後に本剤を使用すると、摘果剤の効果が低下する

（表４）。

［成果の活用面・留意点］

１．本剤の散布後に葉がしおれる症状（エピナスティ）を示すが、１週間程度でほぼ回復

する。

２．高温、乾燥時の散布で新梢先端部の黄変落葉や頂芽の欠落が発生した事例があるので、

これらの条件での散布は避ける。

３．本剤はつる割れの発生率が高くなると懸念される場合に使用する。

４．青森県内大規模試験結果は、中南、東青、西北及び三八の各地域県民局地域農林水産

部農業普及振興室の協力の下に得られたものである。
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処理区  1.6 9.1 65.0

無処理区 12.4 9.1 12.0

有意性 ** n.s. **

処理区  4.2 8.6 13.8

無処理区 14.2 8.7  6.8

有意性 ** n.s. *

処理区 0 9.0 4.7

無処理区 4.2 9.3 2.7

有意性 － ** n.s.
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無処理区 18.2 8.5 -

有意性 ** ** -

処理区 4.4 8.4 16.6

無処理区 6.8 8.6  0.6

有意性 n.s. ** **

処理区 14.3 8.9 -

無処理区 17.0 9.0 -

有意性 n.s. n.s. -

処理区 12.0 8.9 -

無処理区 12.2 9.0 -

有意性 n.s. ** -

処理区  6.0 8.8 -

無処理区 12.3 8.9 -

有意性 ** ** -

（注）有意性：つる割れ発生率及び果台枝の二次伸長枝率についてはχ2検定の結果、横最
　　　大径についてはｔ検定の結果、**は１％水準、*は５％水準で有意差があることを示
　　　す。n.s.は有意差がないことを示す。
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表３　１-ナフタレン酢酸ナトリウム水溶剤の3,000倍処理によるリンゴ「ふじ」のつる割
れ発生軽減効果に関する青森県内大規模試験結果（2010年）
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処理日 区
つる割れ
発生率
（％）

中心果 側　果

試験区１    3.3 n.s. 26.7 a 48.9 a

試験区２ 10.0   46.5 b 71.3 b

対照区 16.7   72.5 c 87.5 c

無処理区  6.7    31.9 ab 65.2 b

（注）１　試験区１は満開14日後に摘果剤（NAC水和剤）を
　　　処理後、満開21日後に１-ナフタレン酢酸ナトリウム
　　　水溶剤を処理した。試験区２は摘果剤の処理後、
　　　満開28日後に１-ナフタレン酢酸ナトリウム水溶剤を
　　　処理した。対照区は摘果剤のみを処理した。
　　　２　アルファベット：Tukeyの方法による母比率の多
　　　重比較の結果、異符号間に５％水準で有意差がある
　　　ことを示す。n.s.は有意差がないことを示す。
　　　３　落果率：摘果剤処理23日後の６/24に調査した。

表４　リンゴ「ふじ」に対する１-ナフタレン酢酸ナトリウ
　　ム水溶剤の3,000倍処理が摘果剤の効果に及ぼす影響
　　（2010年）

区

落果率（％）

頂　芽
えき芽

処理区２  2.3 a    9.0 n.s.

無処理区 13.4 b 9.1  

処理区１ 13.1 a  9.4 ab

処理区２ 12.5 a 9.2 a

無処理区 20.2 b 9.6 b

処理区１  3.7 a    9.0 n.s.

処理区２  3.2 a 9.1  

無処理区 10.3 b 9.3  

処理区１  1.3 a    8.8 n.s.

処理区２  3.3 b 8.8  

無処理区  7.5 c 9.0  

（注）１　処理区１は満開21日後処理、処理区２は満開28または29
　　　日後処理を示す。
　　　２　アルファベット：つる割れ発生率についてはTukeyの方法
　　　による母比率の多重比較の結果、横最大径については分散分
　　　析後のTukeyの多重検定の結果、各年度内の異符号間に５％水
　　　準で有意差があることを示す。n.s.は有意差がないことを示
      す。

2008年

2009年

2010年

表２　リンゴ「ふじ」に対する１-ナフタレン酢酸ナトリウム水溶剤
　　の3,000倍処理が収穫期のつる割れの発生及び果径に及ぼす影響

年　度 区
つる割れ発生率

（％）
最大横径
（cm）

2007年1999年 5/ 7 - 1 330 +13  7.8

2000年 5/13 + 5 321 + 4  4.0

2001年 5/ 6 - 2 327 +10  0.0

2002年 4/24 -14 367 +50 17.1

2003年 5/ 4 - 4 341 +24 14.0

2004年 5/ 4 - 4 347 +30  2.0

2005年 5/15 + 7 299 -18  8.1

2006年 5/15 + 7 292 -25  1.6

2007年 5/11 + 3 343 +26  1.7

2008年 5/ 1 - 7 376 +59 13.3

2009年 5/ 4 - 4 349 +32 10.0

2010年 5/12 + 4 313 - 4  4.8

平　年 －

表１　リンゴ「ふじ」の開花の早晩と収穫期の果重及びつる割れ発生率
　　の関係

つる割れ
発生率
（％）

（注）１　開花日：１樹で１～２花開花したとき。
　　　２　平年：開花日は1986年から2005年までの20か年平均、収穫期
　　　の果重は1991年を除く、1985年から2005年までの20か年平均。
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